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�

●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

問合せ●市民課（ 262・9018）

マ イナンバーカードに関する業務を行うため、臨時窓
口を開設します。平日にマイナンバーカードを受け

取ることが困難な人や電子証明書の更新手続きを行いたい
人などは、この機会をご利用ください。
※住所変更などによるマイナンバーカードへの追記および
更新手続きは行いません。
開設日　毎月第２土曜日
開設時間　午前8時30分～午後５時
場所　市民課（市役所本庁舎１階）、市民総合窓口課（大井
総合支所１階）
取扱業務　マイナンバーカードの交付または申請支援（職
員による顔写真撮影およびオンライン申請）、電子証明
書の新規発行・更新
※原則、マイナンバーカードの受け取りは、所有者ご本人
が来庁してのお手続きになります。

必要書類
●マイナンバーカードの交付
①個人番号カード交付通知書・電子証明書発行通知書兼照
会書②通知カード（お持ちの人）③住民基本台帳カード（お
持ちの人）④個人番号カード（再交付の人）⑤本人確認書類
※郵送された「マイナンバーカードの受け取りについて」を
ご確認ください。
●電子証明書の更新
①マイナンバーカード②暗証番号設定メモ
※暗証番号が不明な場合は、再設定を行うため、マイナン
バーカードの他に本人確認書類（運転免許証、健康保険証
など）をお持ちください。
●マイナンバーカード交付申請支援を利用する人
本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）のみ

マイナンバーカードの臨時交付窓口を
毎月第２土曜日に開設します

ふじみ野市公共施設等個別施設計画（案）
パブリック・コメントを実施します

問合せ●経営戦略室（ 262・9000）

平 成29年３月に策定した「ふじみ野市総合管理計画」
に基づき、公共建築物の長寿命化の方向性を示す「ふ

じみ野市公共建築物個別施設計画」（令和3～10年度）の策
定を進めています。
　計画案を作成しましたので、パブリック・コメントを実
施します。皆さんのご意見をお寄せください。
　詳しくは、市ホームページ（QRコード）をご覧ください。
意見の募集期間　2月9日㈫～3月8日㈪
計画（案）の公開場所　市ホームページ、市役所本庁舎３階
情報公開コーナー、大井総合支所１階、出張所、各公民館、
各図書館、市民交流プラザ（フクトピア内）、経営戦略室
意見を出せる人　市内在住・在勤・在学の人、市内に事務所・
事業所を持つ団体・法人、市に納税義務を有する人

計画案の音声データ　市ホームページからダウンロードで
きます。録音したカセットテープの貸し出しを希望する
場合は、広報広聴課（ 262・9003）へご連絡ください。

意見の提出方法　次のいずれかの方法で提出する
　①意見の公開場所で配布する「意見提出用紙」（市ホーム
ページからダウンロード可）に、（1）住所（2）氏名（団体
の場合は、所在地、団体名、代表者名）（3）電話番号を
明記し、あて先に持参か郵送、ファクス、メールまたは
意見の公開場所に設置する「意見募集箱」に投函する

　②電子申請・届け出サービス（QRコード）の各専用
フォームに必要事項を入力し投稿する

あて先　〒356・8501経営戦略室（市役所本庁舎3階）
　 266・6245　 seisaku@city.fujimino.saitama.jp

市からの
お知らせ

問合せ●産業振興課（ 262・9023）

埼玉県感染防止対策協力金の申請をサポートします
（第４期：1月 12日～ 2月 7日要請分）

埼 玉県感染防止対策協力金（第４期：1月12日～2月
７日要請分）などの事業者に対する協力金・支援金の

申請サポートを実施します。ご自身での申請が困難な人に、
感染症対策を講じた上で、申請手続きのお手伝いをします。

対象となる事業者は、ぜひご相談ください。
※電話で予約してからお越しください。
予約開始日　2月5日㈮午前9時から
対象者　原則として、市内事業所および市内在住の事業者
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●
掲
載
記
事
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
前
月
号
ま
で
に
掲
載
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

庁
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
作
品

　
３
月
29
日
㈪
～
来
年
３
月
25
日
㈮
の

市
役
所
本
庁
舎
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
大

井
総
合
支
所
１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
展

示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

※
市
主
催
事
業
に
よ
り
使
用
で
き
な
い

期
間
が
あ
り
ま
す
。

内
容
　
左
表
の
と
お
り

場所 展示数 期間
本庁舎1階
ギャラリー 約 40点 1週間

以内
大井総合支所1階
展示スペース 6点 2週間

以内

対
象
　
市
内
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て

い
る
団
体
ま
た
は
市
内
在
住
・
在
勤

の
人

申
込
方
法
　
２
月
16
日
㈫
ま
で
に
申
込

書（
文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
大
井

総
合
支
所
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）と
添

付
書
類（
展
示
す
る
作
品
の
写
真
な

ど
）を
窓
口
へ
提
出
す
る

※
申
込
後
、
内
容
を
審
査
の
上
、
展
示

期
間
を
決
定
し
ま
す
。
希
望
す
る
展
示

期
間
が
重
複
し
た
団
体
は
、
展
示
期
間

調
整
会
議
で
調
整
し
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間
調
整
会
議

日
時
　
２
月
22
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
２
階

　
Ａ
２
０
２
会
議
室

�

文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

２
６
２・８
１
２
４

J

ジ
ェ
イ

 ア
ラ
ー
ト

―A
LERT

全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験

　

　
国
が
実
施
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（J-ALERT

）の
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
に
参
加
し
ま
す
。
防
災
行
政
無

線
か
ら
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
実

際
の
災
害
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
17
日
㈬
午
前
11
時
ご
ろ

放
送
内
容
　
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
＋

「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」×
３
回
＋「
こ
ち
ら
は
防
災
ふ
じ

み
野
で
す
」＋
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

�

危
機
管
理
防
災
課

　

２
６
２・９
０
１
７

国
民
年
金
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
で

納
付
す
る
と
、
毎
月
50
円
引
き
に
な
る

「
早
割
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現

金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
い
前
納

制
度（
６
カ
月・１
年・２
年
）が
あ
り
ま

す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
①
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
②
通
帳
③
金
融

機
関
届
出
印
を
持
参
し
、
金
融
機
関
ま

た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
令
和
3
年
度
分
の
前
納
を
希
望
す
る

場
合
は
、
２
月
末
ま
で
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

�

川
越
年
金
事
務
所

　

２
４
２・２
６
５
７

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、

軽
度
な
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す

る
こ
と
」で
す
。
取
り
組
む
こ
と
で
、

自
分
の
体
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な

り
、
毎
日
を
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
の
発
症
や
重
症
化
の
予

防
に
も
役
立
ち
、
医
療
機
関
の
診
察
時

間
や
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

組
み
例

・継
続
的
に
健
康
診
断
を
受
診
し
普
段

か
ら
健
康
状
態
を
把
握
す
る

・適
度
な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
、
十
分
な
睡
眠
を
心
掛
け
、
病

気
に
な
り
に
く
い
体
を
作
る

・軽
度
な
体
の
不
調
は
O
T
C
医
薬
品

（
市
販
薬
）を
使
用
し
、
休
息
を
取
る

な
ど
し
て
様
子
を
見
る（
症
状
が
改

善
さ
れ
な
い
場
合
は
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
）

　
ま
た
、「
け
が
を
し
た
の
で
ば
ん
そ

う
こ
う
を
貼
る
」「
悪
寒
が
し
た
の
で
栄

養
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
早
め
に
眠
る
」

と
い
っ
た
行
動
も
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。

�

保
険・年
金
課

　

２
6
２・９
０
４
２

土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
案
の
縦
覧

　

日
時
　
２
月
８
日
㈪
～
22
日
㈪

場
所
　
都
市
計
画
課（
市
役
所
第
2
庁

舎
2
階
）

対
象
事
業
　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス

ふ
じ
み
野
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

※
計
画
に
対
す
る
意
見
書
を
３
月
８
日

㈪（
必
着
）ま
で
提
出
で
き
ま
す
。

�

都
市
計
画
課

２
２
０・２
０
６
５

空
き
家
相
続
の
特
別
控
除

　
増
加
し
続
け
る
空
き
家
を
減
ら
す
た

め
、
国
の
政
策
に
よ
る
特
別
措
置
が
あ

り
ま
す
。

　
相
続
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

す
る
日
の
属
す
る
年
の
12
月
31
日
ま
で

に
空
き
家
を
譲
渡
し
た
場
合
、
譲
渡
所

得
の
金
額
か
ら
３
千
万
円
を
特
別
控
除

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

適
用
期
間
　
令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で

の
譲
渡

対
象
家
屋
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
家
屋

譲
渡
価
格
　
１
億
円
以
下

�
建
築
課

２
6
２・９
０
４
３

本庁 支所
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�

●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

ふ
じ
み
野
市
手
話
通
訳

技
能
認
定
試
験

　
ふ
じ
み
野
市
手
話
通
訳
者
に
な
る
た

め
の
試
験
で
す
。

日
時
　
２
月
13
日
㈯
午
前
中

※
時
間
は
受
験
者
数
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
。

場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

内
容
　
面
接
、
筆
記
試
験
、
実
技
試
験

対
象
　
市
で
手
話
通
訳
活
動
を
す
る
意

思
が
あ
り
、
こ
と
し
４
月
１
日
時
点

で
20
歳
以
上
で
、
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
市
が
実
施
す
る
手
話
通
訳
者
養
成

講
習
会（
講
座
）修
了
者
ま
た
は
同
等

以
上
の
技
術
を
有
し
て
い
る

　
②
国
ま
た
は
県
が
実
施
す
る
講
習
会

な
ど
で
①
の
手
話
通
訳
者
養
成
課
程

修
了
者
ま
た
は
同
等
以
上
の
技
術
を

有
し
て
い
る

　
③
手
話
通
訳
士
の
資
格
を
有
し
て
い

る
申
込
方
法
　
２
月
10
日
㈬
ま
で
に
申
込
書

（
障
が
い
福
祉
課
で
配
布
）に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
窓
口
に
提
出
す
る

�

障
が
い
福
祉
課

　

２
６
２・９
０
３
２

●農業入門塾ふじみんファーム（栽培指導あり）
　講師の指導のもと定期的な実習や座学講習を行い、指定された露地
野菜の一斉栽培を行います。
利用期間　令和３年４月～令和５年３月（2年間）
指導日時　実習＝毎月第 1・3土曜日、座学講習＝年２回程度
場所　新駒林 2・322（駒西小学校付近）
※ 1区画約 40㎡（8ｍ× 5ｍ）。
料金　年間２万円（計 4万円）
対象・定員　市内在住で農業に興味がある農業初心者、10人程度

●新駒林第１市民農園（栽培指導なし）
　自分の好きな野菜を自由に作りたい人を対象にした農園。
利用開始時期　令和 3年４月から（年単位）
場所　新駒林 2・322（駒西小学校付近）
※ 1区画約 20㎡（５ｍ×４ｍ）。
料金　年間１万円
対象・定員　市内在住の人、９人程度 �入間東部シルバー人材センター�( 266・3001)

　自分の好きな野菜を自由に作れる栽培指導なしの市
民農園。現在開設している市民農園の利用者を随時募
集しています。

区画面積　約 20㎡（5ｍ× 4ｍ）
料金　年間１万円
※空き状況は申込先に電話でお問い合わせください。
申込方法　電話で申し込む（随時募集）

農園名 地番

駒林第１市民農園 駒林字土橋 798

東台第１市民農園 大井字東台 631・1

東台第２市民農園 大井字東台 629・1

苗間第１市民農園 苗間字街道西 1・3・1・11

元福岡第１市民農園 元福岡 3・1605・1

西鶴ケ岡第１市民農園 西鶴ケ岡 1218・1

西鶴ケ岡第２市民農園 西鶴ケ岡 1218・1

既設市民農園

　市では、小さな畑で野菜づくりを楽しめる市民農園
を設置しています。4月に新しい「栽培指導付き農園」
と「栽培指導のない農園」の 2つを開設しますので、
ぜひご利用ください。詳しくは市ホームページ（QR
コード）をご覧ください。
申込方法　2月 26日㈮（当日消印有効）までに郵便はがきに①利用
を希望する農園②郵便番号③住所④氏名⑤年齢⑥連絡先⑦農業経験
年数（市民農園経験含む）を記入して送付する
�入間東部シルバー人材センター

　〒 356・0051�亀久保 3・3・17�( 266・3001)

新しい市民農園を開設します

医療法人社団富家会
富家病院デイケアセンター
富家デイサービスセンター

「生涯現役」を富家グループ通所サービスが支援いたします
富家グループの充実した安心のリハビリ

・半日利用可
・多彩なアクティビティ
・最新入浴設備
・カラオケ設備あり

☎ ☎デイケア デイ
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●
掲
載
記
事
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
前
月
号
ま
で
に
掲
載
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
処
分
は
計
画
的
に

　
引
越
し
な
ど
に
伴
う
多
量
の
ご
み
を

一
度
に
集
積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。特
に
粗
大
ご
み（
一
部
有
料
）は
、

一
世
帯
が
出
せ
る
数
量
を
一
度
に
２
点

ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
収
集
日
を
よ
く

確
認
し
、
少
し
ず
つ
分
け
て
計
画
的
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
集
積
所
に
出
し
切
れ
な
い

も
の
は
環
境
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち

込
む
こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
受
入
れ
で
き
な
い

も
の
も
一
部
あ
り
ま
す
の
で
、
搬
入
す

る
際
に
は
市
で
配
布
し
て
い
る「
家
庭

の
資
源
物
と
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

B
O
O
K
」を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
令
和
３
年
度
の「
家
庭
の
資
源
物
と

ご
み
の
分
け
方・出
し
方
B
O
O
K
」は

市
報
ふ
じ
み
野
３
月
号
と
一
緒
に
配
布

し
ま
す
。

搬
入
場
所
　
ふ
じ
み
野
市・三
芳
町
環

境
セ
ン
タ
ー（
駒
林
１
１
１
７
）

持
込
日
時
　
月
～
金
曜
日
＝
午
前
８
時

30
分
～
午
後
４
時

　
土
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午

�

環
境
課

２
６
２・９
０
２
２

　
環
境
セ
ン
タ
ー

２
５
７・５
３
７
４

新
規
学
卒
者
・

若
者
等
就
職
面
接
会

日
時
　
２
月
24
日
㈬

　
①
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分（
10

時
30
分
～
正
午
受
付
）

　
②
午
後
２
時
30
分
～
４
時（
２
時
～

３
時
30
分
受
付
）

※
参
加
企
業
数
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、

１
部
制
に
よ
る
開
催
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場
所
　
ウ
ェ
ス
タ
川
越
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者
　
①
令
和
３
年
３
月
に
学
校
を

卒
業
ま
た
は
既
卒
３
年
以
内
の
人

　
②
正
社
員
を
希
望
す
る
お
お
む
ね
44

歳
ま
で
の
人

参
加
企
業
　
25
社
程
度

持
ち
物
　
履
歴
書
、
求
職
受
付
票

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

※
令
和
３
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
は
学
校
経
由
で
申
し
込
む
。

�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越

　

２
４
２・０
１
９
７

春
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
オ
ー
ク

　
２
本
の
ス
ト
ッ
ク
を
使
う
こ
と
で

歩
行
運
動
を
補
助
し
つ
つ
、
気
軽
に

全
身
の
筋
力
運
動
が
行
え
る「
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク・ウ
オ
ー
ク
」を
行
い
な
が
ら

難な
ん
ば
た
じ
ょ
う

波
田
城
公
園
の
菜
の
花
と
桜
を
観
て

春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

※
全
工
程
12
キ
ロ
程
度
。

日
時
　
３
月
20
日
㈷

　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
1
時

※
雨
天
時
中
止（
連
絡
あ
り
）。

集
合
・
解
散
場
所
　
上
野
台
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

対
象
　
市
内
在
住
で
医
師
に
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
な
い
18
歳
以
上
の
人

定
員
　
40
人（
申
込
順
）

参
加
費
　
50
円（
保
険
料
、
当
日
徴
収
）

申
込
方
法
　
２
月
9
日
㈫
～
２
月
26
日

㈮
に
電
話
で
申
し
込
む

�

文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

２
２
０・２
０
９
０

3 月の環境学習講座

場所　ふじみ野市・三芳町環境センター環境学習館えこらぼ
対象　小学生以上（小学3年生以下は親子参加）
定員　各16人（定員を超えた場合は抽選し、当選者にのみ連絡します。）
申込方法　電話か電子申請（ＱＲコード）で申し込む
�環境課（ 262・9022）

「見て」「さわって」「感じる」体験の場「えこらぼ」

開催日時 名称・内容 申込期間 当選者への
連絡期限

3 月 13日㈯
午前 10時

～11時30分

牛乳パックで小物入れを作ろう
牛乳パックを使って、オリジナルの小物
入れを作ろう

2月26日㈮まで 3月3日㈬まで

3月 27日㈯
午前 10時

～11時30分

３Ｄメガネの素材で万華鏡を作ろう
偏光板（３Ｄメガネの素材）を使って万
華鏡を作り、光の特徴を学ぼう

3月12日㈮まで 3月17日㈬まで

23
市報
ふじみ野 2021.2

�

●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

地
元
の
ほ
ぐ
し
屋

日
時
　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
２
時
30
分
～
７
時

場
所
　
エ
コ
パ
和
室

参
加
費
　
10
分
５
０
０
円
、

　
25
分
１
５
０
０
円（
別
途
入
館
料
）

�

エ
コ
パ
２
９
３・７
５
６
８

ヨ
ガ
で
介
護
予
防

日
時
　
３
月
３
日
㈬・17
日
㈬

　
①
転
倒
予
防
ク
ラ
ス
＝
午
前
９
時
30

分
～
10
時
15
分

　
②
筋
力
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス
＝
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

場
所
　
エ
コ
パ
和
室

参
加
費
　
一
般
１
５
０
０
円（
別
途
入

館
料
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

エ
コ
パ

２
９
３・７
５
６
８

w

ウ
ィ
ズ

ith

コ
ロ
ナ
社
会
の
音
楽

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
を
考
え
る

　w
ith

コ
ロ
ナ
社
会
に
お
い
て
施
設

内
や
地
域
活
動
の
イ
ベ
ン
ト
で
制
約
が

多
い
中
、
楽
器
が
な
く
て
も
で
き
る
音

楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
最
近

の
実
施
例
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
20
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
　
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
音

楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

定
員
　
20
人（
申
込
順
）

申
込
方
法
　
2
月
５
日
㈮
正
午
か
ら
窓

口
か
電
話
で
申
し
込
む

�

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

２
６
９・４
８
１
１

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

講
演
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
市
民
団
体
は
活
動
の
制
限

や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、
思
う
よ
う

に
活
動
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
ど
の
よ
う

な
活
動
や
運
営
が
で
き
る
か
の
ヒ
ン
ト

を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン（
ｚ
o
o
m
）で
も
同
時

に
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
13
日
㈯

　
午
後
1
時
～
2
時
30
分

場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
5
階

　
A
大
会
議
室

定
員
　
20
人（
オ
ン
ラ
イ
ン
＝
１
０
０

人
）（
申
込
順
）

講
師
　
宮
本
諭
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ

Ｒ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

申
込
方
法
　
2
月
5
日
㈮
～
3
月
5
日

㈮
に
電
話
で
申
し
込
む

�

協
働
推
進
課

２
６
２・９
０
１
６

月
イ
チ
講
座

デ
ザ
イ
ン
書
道
教
室

　
見
本
を
見
な
が
ら
、
筆
で
カ
ラ
フ
ル

な
カ
レ
ン
ダ
ー
や
壁
飾
り
を
作
り
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
2
月
①
19
日
㈮
②
20
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

※
①
②
と
も
に
内
容
は
同
じ
。

場
所
　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
フ
ク
ト
ピ

ア
内
）

定
員
　
各
20
人（
申
込
順
）

参
加
費
　
各
１
０
０
０
円

申
込
方
法
　
2
月
12
日
㈮
ま
で
に
窓
口

か
電
話
で
申
し
込
む

�

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

２
６
４・７
９
７
１

ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
学
ぶ

英
会
話
教
室 （
追
加
募
集
）

　
日
本
大
好
き
・
日
本
語
が
話
せ
る
日

本
在
住
10
年
を
超
え
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講

師
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

日
時
　
初
級
＝
毎
週
火
曜
日
午
前

　
初
級・入
門
＝
毎
週
水
曜
日
午
後

　
中
級
＝
毎
週
金
曜
日
夜
間

参
加
費
　
1
回
１
０
５
０
円

申
込
方
法
　
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

※
内
容
・
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

�

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

２
６
４・７
９
７
１

プ
ラ
ス
ワ
ン
講
座

zoom
の
使
い
方
を
学
び
ま
せ
ん
か

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
今
「
z
o
o
m
」
を
使
っ

た
新
し
い
活
動
方
法
や
つ
な
が
り
方
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。興
味
は
あ
る
け
ど
、

や
り
方
が
分
か
ら
な
い
人
へ
使
い
方
を

教
え
ま
す
。

日
時
　
３
月
5
日
㈮

　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
所
　
市
役
所
第
２
庁
舎

　
Ｂ
３
０
１
会
議
室

講
師
　
高
橋
葉
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｃ
Ｒ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

定
員
　
10
人（
申
込
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど

申
込
方
法
　
2
月
5
日
㈮
～
26
日
㈮
に

窓
口
で
申
し
込
む

�

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
６
１
・
０
６
８
１

有料広告募集
７月号までを募集！

掲載料　1スペース（45㎜×91㎜）2色2万5,000円、カラー3万円
募集期限　掲載を希望する月の2カ月前の月末までに申し込む
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
�広報広聴課（ ２６２・９０03）
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●
掲
載
記
事
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
前
月
号
ま
で
に
掲
載
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に
学
ぶ

英
会
話
（
継
続
あ
り
）

　
目
標
を
も
っ
て
実
践
し
、
自
身
の
成

長
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。
ク
ラ
ス
異
動
が

可
能
な
た
め
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
目
指

せ
ま
す
。

※
１
日
体
験
有
り（
１
２
０
０
円
）。

日
時
　
初
級
コ
ー
ス
＝
毎
週
火
曜
日

　
午
前
11
時
15
分
～
午
後
0
時
15
分

場
所
　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
　
各
10
人
程
度（
申
込
順
）

参
加
費
　
４
６
０
０
円（
４
回
分
）

申
込
方
法
　
２
月
5
日
㈮
正
午
か
ら
窓

口
か
電
話
で
申
し
込

む

�

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

２
６
９・４
８
１
１

ピ
ラ
テ
ィ
ス
入
門

　
体
の
動
か
し
方
や
姿
勢
を
改
善
し
て

美
ボ
デ
ィ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
毎
週
木
曜
日（
第
5
木
曜
日
を

除
く
）午
後
4
時
～
5
時

場
所
　
上
野
台
体
育
館

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

定
員
　
5
人（
申
込
順
）

参
加
費
　
1
回
５
０
０
円

申
込
方
法
　
2
月
8
日
㈪
か
ら
電
話
で

申
し
込
む

�

上
野
台
体
育
館

　

２
６
３・８
９
８
８

保健推進員　～地域の健康づくりを推進～
　保健推進員は、各自治組織の会長から推薦され、所属する各自治組織と連携を図りながら、地域の健康づくりを推進する
とともに、市の保健事業に協力・参加などの活動をしています。任期は 2年間で、現在は 92人の保健推進員が各地域で活
動しています。2人の保健推進員に活動について伺いました。

成
人
健
康
相
談（
妊
婦
含
む
）

日
時
　
①
2
月
1
日
㈪
②
2
月
4
日
㈭

③
3
月
4
日
㈭
④
3
月
22
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
　
②
③
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト

ピ
ア
内
）①
④
保
健
セ
ン
タ
ー
分
室

（
大
井
総
合
支
所
２
階
）

内
容
　
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
率
測
定
、

尿
検
査
、
健
診
結
果
の
見
方
、
健
康

や
栄
養
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
①
③
は
成
人
歯
科
健
康
相
談
を
実

施
。

※
要
予
約
。

�

保
健
セ
ン
タ
ー

２
６
２・９
０
４
０

こ
こ
ろ
の
健
康
個
別
相
談

日
時
　
２
月
26
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア

内
）

※
要
予
約
。

�

保
健
セ
ン
タ
ー

２
９
３・９
０
４
５

　武蔵野町会（大井武蔵野）から保健推進員の
依頼をいただいた時、これからの人生において
健康第一の観点からすぐにお引き受けをしまし
た。以来 5年が経ちますが保健センターでの研
修などで学ぶ事が多く、勉強になります。
　町内会では年２回の「ふれあいサロン」と「ふ
じみんぴんしゃん体操」を実施しています。そ
の際にも必ず、口の体操や手足の筋力アップに
つながる豆取りゲームなどを行っています。
　秋に開催される敬老会では、保健推進員が中
心となって「パタカラ体操」と合唱を発表し、
参加者から「ありがとう」の言葉をいただきま
した。
　昨年は残念ながら新型コロナウイルス感染症
の影響で、全ての行事が中止になりま
したが、今後も保健センターと連携
しながら保健推進員として頑張って
まいります。

髙
たかしな
階智

とも こ
子さん

　武蔵野町内会（福岡武蔵野）では、本年度は
新型コロナウイルス感染防止のため中止となり
ましたが、例年は集会所で年１回保健師や病院
からリハビリテーションの先生を招いて講習会
を実施しています。
　過去には
・ラジオ体操の効果とやり方
・低栄養と食事。免疫力の高め方
・歯周病の予防方法
・味噌汁の塩分量計測
・肺炎、誤

ごえん
嚥予防のお口のトレーニング

などに関する講習会を行いました。
　講習会以外では、道端であいさつをした時な
どに体調を伺い、個別がん検診などの周知活動
を行っています。
　ここ数年、地域に新しい住宅も増え
年齢幅が広がりました。保健推進員
として皆さんの「毎日元気で楽し
い！」のサポートをしています。

�保健センター（ 293・9045）

魚
うお づ
津美

み え こ
恵子さん
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入間東部地区事務組合
ふじみ野市・富士見市・三芳町

 http://www.irumatohbu119.jp/  shobo@irumatohbu119.jp
■�火災の問い合わせ　� �049・263・0119（音声案内）
■�救急病院のご案内　� �049・261・6031（休日・夜間）

目指そうよ　この街みんなで　火災ゼロ
入間東部地区事務組合　防火標語

応急手当普及啓発資器材の寄贈
　昨年9月16日、一般財団法人救急振
興財団から応急手当普及啓発資器材
の心肺蘇生訓練用人形（成人・乳児）各
1体およびAEDトレーナーが寄贈され
ました。これまで以上に充実した普及
啓発活動に取り組み、有効に活用しま
す。令和元年中における当組合のその
場に居合わせた人が応急手当を行う割
合は１.６％でした。大切な人にもし
ものことが起きた場合に備え、救命講
習会を受講しましょう。

設立50周年を迎えました
　昭和42年、福岡町消防本部・消防署
に消防車1台、救急車1台、消防職員
16人の体制で消防業務を開始しまし
た。昭和45年には、福岡町・富士見町・
大井町および三芳町が、広域にわたる
消防業務の計画に合意して、消防の一
部事務組合を設立し「入間東部地区消
防組合」と定め、消防本部・消防署を福
岡町に置き、本格的な消防組織による
消防業務が始まりました。
　その後、市町の人口急増に伴い、昭
和49年に消防本部・消防署庁舎が大井
町へ移転し、続いて富士見出張所、大
井出張所、三芳出張所が設置され、体
制の強化が図られました。
　現在は、1本部2署3分署、消防職員
286人の消防組織が管内の約26万人
の生命・財産を守る役割を担っていま
す。

救急車同乗実習を実施
　昨年12月16日～18日に西消防署
で、指導救命士同乗実習を実施しまし
た。救急業務の質の向上を目的として
試行的に実施するもので、ことし4月
から本格的な運用を開始する予定です。
　指導救命士が定期的に救急自動車へ
同乗し、救急活動を客観的に評定しま
す。これにより当人が気付かなかった
救急業務における課題を明確にし、当
該課題を指導救命士とともに解決して
いくものです。組織で共有化し、中長
期的な視点で救急隊員の人材育成を図
り、親切かつ質の高い救急行政サービ
スの提
供を目
指して
まいり
ます。

　新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、よく使われて
いる手指の消毒用アルコールは濃度60％以上といわれ、
消防法で定める危険物（第四類アルコール類）に該当しま
す。アルコールは、わずかな火源により引火する危険性が
あります。可燃性蒸気は、空気より重く低いところに滞留
しやすいため、注意事項に従い、適切に取り扱いましょう。
　また、危険物に該当しない消毒用エタノールも、主成分
は、同じエタノールです。使用する際は、十分注意をしま
しょう。
【注意事項】
・火気（喫煙、コンロを使用した調理など）の近くでは使用
�����しない
・消毒や容器に詰め替える場合は、換気の良い部屋や風通��　
��しの良い屋外で行う
・密閉した室内での多量なアルコールの噴霧は避ける
・直射日光が当たる場所や高温となる場所を避けて容器を
��設置・保管する
・容器を落下させたり、衝撃を与えたりしない

消毒用アルコールの取扱い

●消毒用アルコールを保管するときの注意点
　危険物に指定されている消毒用アルコールを80ℓ以上
保管する場合は、消防署への申請や届出が必要です。保管・
備蓄する際には、その数量に十分配慮してください。
　感染症対策などにより、多くの消毒用アルコールを備蓄
しようと計画している人は、予め消防本部予防課または最
寄りの消防署へご相談ください。
【届出等を必要とする場合】

保管（貯蔵）・
取扱い数量

必要な事務手続き 提出先

400ℓ未満
少量危険物貯蔵取扱い届出
※ 80ℓ未満は不要。

東・西消防署消防課・
消防本部予防課

400ℓ以上

常時 ( 備蓄 ) 保管：危険物
製造所等設置許可申請
一時的（10日以内）の保管：
危険物仮貯蔵・仮取扱い承
認申請

消防本部予防課

※提出前にご連絡ください。




